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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

本研究の目的は次世代超低電力メニィコアにおいて最大の課題となるデータ供給スループットの制
約を解消するための、プログラム自動マッピング手法および最適なハードウェア構成の自動判定手法
の提案である。22年度は性能予測のためのシミュレータの実装と、自動マッピング手法の検討を行っ
た。	
 
【１、３】線形アレイ型プロセッサの正確な性能予測：本計画についてはRTLレベルのソフトウェア
シミュレータを作成して、正確な性能予測を実現した。またHDL言語で対象プロセッサを設計し、電
力シミュレーションを行った結果を基に作成した電力モデルを組み込み、クロックゲーティングとい
った省電力技術を組み込んだ場合の正確な電力予測を実現した。また、この結果を用いて性能モデル
を作成した結果高い一致率を示し、対象プロセッサの性能が高い精度で予測可能であることがわかっ
た。これにより、今後は低速なシミュレーションを繰り返す必要が無くなるため、研究の効率が飛躍
的に高まることが期待できる。	
 
【２】既存プログラムの自動マッピング手法の提案：本計画については既存のコンパイラ(gcc)の拡
張としてアセンブリ言語レベルのトランスレータを実装した。現在までにいくつかの典型的なプログ
ラムに対して全自動で変換が出来ることを確認した。これにより、専門的な知識が無くとも対象プロ
セッサを利用することが出来る。今後は引き続き変換方式を改良し、より多くのプログラムに対応し
ていく予定であるとともに、より高い性能を発揮するための変換方式を継続的に検討する。	
 
また、23年度に実施する予定であるハードウェア規模を超える命令列を実行するための方式を検討す
るとともに、その実現可能性を予備的に調査し、実現に向けた見通しを得た。	
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